
本庄総合公園基本計画見直し

第１回懇談会
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１．懇談会の位置づけと内容

この懇談会は、今年度に実施する本庄総合公園基本計画の見直
しに当たり、広く関係者から意見を聴取するために開催するもので、
本日を含め２回の開催を予定しています。

　本日は、次の内容について意見交換をお願いいたします。

（１）新規の施設に関するご意見

　　・屋外運動施設
　　・遊戯施設

（２）既存の施設に関するご意見

　　・トイレ、園路、駐車場など
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２．ご意見いただきたい視点

・人口減少社会
・持続可能な施設運営
・公園の果たすべき役割
・次世代の負担

など

各分野からの幅広いご意見

定住促進

教育

バリア
フリー

子育て

観光

防災

その他スポーツ
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３．本庄総合公園の沿革

公園の沿革

昭和５８年に当初の基本計画
を策定し、昭和６２年の都市計
画決定を経て、平成６年に公園
を開設しました。

平成９年に基本計画を変更し、
シルクドームの建設と公園の区
域拡張が盛り込まれました。

【主な施設】
市民球場、シルクドーム、
芝生広場、わんぱーく 等
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エントランス広場

陸上競技場

第2駐車場
（西調整池）

出会いの広場 総合体育館

陽だまりの丘

野球場

芝生広場

健康広場

（南調整池）

多目的広場

（北調整池）

流れ・滝・修景池

第1駐車場

子供広場

プロムナード

取付道路

陸上競技場

野球場

多目的広場

（北調整池）

健康広場

虫の広場

（南調整池）

ゲートボール場

駐輪場

諏訪神社

児童・幼児広場

駐輪場 バス停

修景池

芝生の丘

桜の園

自転車広場

管理事務所

滝

階段テラス

疎林広場

駐輪場

屋外便所

駐車場

石の広場

芝生広場

テニスコート

テニスコート

駐輪場

屋外便所
サイクルアスレチック広場

屋外便所

駐輪場

小山川

管理エリア

プロムナード

モニュメント広場

屋外便所

駐輪場

流れ

テニスコート

芝生公園・桜の園

陸上競技場

野球場

流れ・滝・修景池

多目的広場

（北調整池）

虫の広場

（南調整池）

駐車場

児童・幼児広場

サイクルアスレチック広場

プロムナード

計画変更の流れ

平成9年度基本設計図昭和63年基本設計図
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エントランス広場

陸上競技場

第2駐車場
（西調整池）

出会いの広場 総合体育館

陽だまりの丘

野球場

芝生広場

健康広場

（南調整池）

多目的広場

（北調整池）

流れ・滝・修景池

第1駐車場

子供広場

プロムナード

取付道路

計画変更の流れ

平成9年度基本設計図
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４．未整備区域と本庄深谷線

シルクドーム北西の砂利部分は暫定駐車場として使用していますが、現計画では
陸上競技場予定地に位置づけられています。また、公園の西側に計画されている本
庄深谷線からの進入路変更に伴って、施設配置や動線の見直しが必要です。

未整備区域
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５．見直しの主な理由

都市計画道路の決定(変更)
-本庄深谷線開通による新たな可能性の想定-

陸上競技場の計画
-市民ニーズと社会情勢に合致した施設整備-

本庄総合公園の機能の見直し
-市を代表する公園として魅力の創出-

１．

２．

３．
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６．見直しの対象エリア

Ｂエリア：遊戯施設

Ａエリア：屋外運動施設

都市計画道路
本庄深谷線

Ａエリア

Ｂエリア
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７．市が想定する見直しのポイント

今回の計画見直しに当たり、市が考えるポイントは次のとおりです。

新たに設置する運動施設は、人口減少と少子高齢化が進む社会情勢にあって、
高い稼働率と適正な受益者負担を確保でき、コスト面でも住民理解が得られる
施設とすること。

一般的な公園としての機能だけではなく、大会やイベントの開催会場として、
また災害時の防災拠点としての役割を果たせるよう、必要な機能が整った公園
とすること。

今回の見直しエリアは、本庄深谷線という幹線道路沿いに位置し多くの利用者
にＰＲできる好立地であることから、本庄市に人を呼び込み、また定住促進の
きっかけとなるような公園とすること。

１．持続可能な施設の提供

２．子育て世帯や運動施設利用者の呼び込み

３．駐車場の適正化や防災機能の確保
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期間：平成28年9月9日～10月14日 回収数：360枚

利用者向けアンケート

８．本庄総合公園基本計画見直しアンケート

懇談会に先立ち、下記の期間で見直し対象のエリアに関する利用者アンケー
トを実施しました。
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９．アンケート内容
アンケート表面アンケート表面 アンケート裏面

12



アンケート結果

Ａエリアについては、「1.芝生多目的広場」が最も多く、続いて「5.複合ス
ポーツエリア」、「2.サッカー場」を求める声が多かった。

Q6 Aエリアは、どんな場所になれば良いと思いますか。(１つまで○印)
確定累計値

Ａエリア １．芝生 ２．サッカー ３．野球 ４．陸上 ５．複合 ６．ランニング ７．その他 有効 無効 総数

累計 103 59 12 16 78 36 13 317 43 360
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１．芝生 ２．サッカー ３．野球 ４．陸上 ５．複合 ６．ランニング ７．その他

Ａエリア 希望施設（全世代合計）

有効票数317
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アンケート結果

Ｂエリアについては、「1.ふわふわドーム」と「5.屋根付きの全天候型施設」
を求める声が多かった。

Q７ Bエリアは、どんな場所になれば良いと思いますか。(１つまで○印)
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１．ふわふわ ２．水遊び ３．幼児向け ４．小学生向け ５．屋根 ６．その他

Ｂエリア 希望施設（全世代合計）

有効票数315

Ｂエリア １．ふわふわ ２．水遊び ３．幼児向け ４．小学生向け ５．屋根 ６．その他 有効 無効 総数

累計 103 47 49 25 89 2 315 45 360
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アンケート結果

屋外バスケットゴールを望む声が圧倒的に多く、次いで駐車場に関すること、グラウ
ンドやサッカー場に関する意見が多かった。

Q８ 本庄総合公園の整備・活用のアイディア等、ご自由にお書きください。
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-これまで本庄市ではどのような施設を整備してきたか-

(１)運動施設の経緯

-市内の運動施設の配置状況-

(２)運動施設の配置

１０．運動施設(Ａエリア)に関する検討　その１

-運動施設に関する主な整備要望-

(３)運動施設整備への要望
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１０ー(１)運動施設の経緯
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１０－(２)運動施設の配置(本庄エリア)
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１０－(２)運動施設の配置(児玉エリア)
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１０－(３)運動施設整備への要望

運動施設に関する主な整備要望

●本庄総合公園内に当初計画のある陸上競技場の建設
（シルクドーム建設で計画が頓挫しているため）

●社会人用の公式サッカーグラウンド（芝生）の整備
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-施設が足りていない競技とは-

(１)施設数と競技人口

１１．運動施設(Ａエリア)に関する検討 その２

-自治体が設置している施設の比較-

(２)他自治体の設置状況
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１１－(１)施設数と競技人口

市内で利用されている運動施設

競技 施設数 競技人口

野球 4 1872
サッカー 2 890
テニス 13 669
少年サッカー 5 338
少年野球 4 83
陸上 0 46

常時利用できる運動施設

競技 施設数 競技人口

野球 ４ １８７２

サッカー ０ ８９０

テニス １３ ６６９

少年サッカー １ 338
少年野球 2 ８３

陸上 ０ ４６

＊競技人口は平成２８年本庄市社会体育の概要による

市内の運動施設数と競技人口(人口が多い順)の状況は表１のとおりです。

この中には、調整池との兼用施設や排水機能が整っていない施設（小山川グラウンド、児
玉工業団地調整池内グラウンド、本庄総合公園多目的グラウンド）が含まれており、常時
利用できる施設としては表2のとおりです。
本市の特徴として、陸上は施設なし、サッカーも常時利用可能な施設がない状況です。

多

少

多

少

表1 表2
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１１－(２)同規模・近隣自治体の設置状況

削 除

市名
人口(H27) 陸上競技場 野球場(ソフト) サッカー場 グラウンド

埼玉県全体 27 435 98 237

本庄市
約7.8万人 × ○ △ ○

行田市
約8.2万人 × ○ × ○

東松山市
約9.1万人 ○ ○ ○ ○

坂戸市
約9.1万人 × ○ ○ ○

深谷市
約１４.3万人 ○ ○ △ ○

熊谷市
約19.7万人 ○ ○ ○ ○
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-暫定駐車場見直しに伴う台数不足解消-

(２)駐車スペースの確保

-災害時(特に大雨時)の雨水調整の必要性-

(１)防災機能の確保

１２．その他、Ａエリアに関する課題

24



１２－(１)防災機能の確保

シルクドーム前の第2駐車場は、大雨時には駐車スペースを利用して
1次的に雨水を貯める構造となっています。
■平成28年8月22日の大雨時の貯留状況

① ②

③ ④

貯留範囲

4

1

2

※シルクドームが避難所として指定されているため、
別の場所に貯留施設を整備することが求められています。

シルクドーム

３
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１２－(２)駐車スペースの確保

駐車場の整備状況

しかし、イベントや大会開催時には、多く方が来園されるため、
未整備地を臨時駐車場として使用している。

第1駐車場
311台

第2駐車場
246台

■第1駐車場・・・311台
■第２駐車場・・・246台

計   557台

公園面積に対する必要な
駐車台数は十分満足している。

臨時駐車スペース

※スポーツエリアを整備することで、臨時駐車スペースが
無くなるため、代替駐車場が必要です。
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１３．Ａエリアの施設のポイント

運動施設

駐車
スペース

雨水貯留
施設
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-本庄総合公園わんぱーくについて-

(１)遊戯エリアの現状・課題

-子どもたちや子育て世帯が集まる公園や遊戯施設-

(３)近隣で人気の公園や遊戯施設

１４．遊戯施設(Ｂエリア)に関する検討

-公園を利用する子育て世帯が感じていること-

(２)子育て世帯の声とニーズ
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遊び場エリアの状況

わんぱーく上段部
わんぱーく下段部

④メイン通路から
入口や、わんぱーくの
利用状況がわかりにくい

②さくら並木

⑤斜面部に通路なし

⑧現在は水を流していない

⑥諏訪神社の駐車場

⑦神社内の樹木に
蜂の巣ができやすい

諏訪神社

プロムナード

①低年齢層を対象とした遊具

①幅広い年齢層を
対象とした大型遊具

トイレ

③老朽化した遊具

▲印：入口

⑨管理事務所のある
シルクドームから遠い。
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遊び場エリアの状況
わんぱーく上段部　（サクラ開花時期休日）

わんぱーく下段部　（サクラ開花時期休日）
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遊戯施設、遊び場に関する要望
本庄市の公園に対する
子育て世帯からの主な意見(直近３年間で市に寄せられた声)

市内の公園に子どもの興味を引くような
遊具がない。ブランコとすべり台では

すぐに飽きてしまう。

ありきたりな公園ではなく、毎日の
子育てで利用できる公園がほしい。

子どもの居場所が少なく、｢公園に
行っても何も無いからつまらない｣

と言われてしまう。

夏は暑くて子どもが外で遊ぶことが
難しい。子どもが走り回れるような
屋外施設を作ってほしい。

子どもに関する施設や公園が中途半端で、
子育て世帯にとって魅力がない市。
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遊戯施設、遊び場に関する要望
本庄市の公園に対する
子育て世帯からの主な意見(直近３年間で市に寄せられた声)

若者の田舎離れや少子高齢化対策として、
児玉の自然を活用したアンデルセン公園

(千葉)のような公園を作ってほしい。

アスピアに子ども遊び場ができたが、
日曜・祝日も使える屋内の子どもの

遊び場を作ってほしい。

本庄総合公園は唯一大型遊具がある公園だが、子どもがすぐ
に行ける位置にトイレがなく、子育て応援とはかけ離れている。
おむつ交換やトイレトレーニングなど、子どもがいる親世帯に

とってトイレはとても重要な施設。

休日になって子どもと遊びに行こうと思っても、
市内では遊ぶ場所が見つからず、結局は市外

(伊勢崎や前橋など)に通っている。

市外から来た人間だが、遊具やベンチがこんなにひどいところは
初めて。正直ここでは子育てできないと感じてしまう・・・。
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遊戯施設、遊び場に関する要望

・ありきたりな公園や遊具ばかりで、毎日の子育てに利用できない。
・子どもに｢公園に行っても何もない｣と言われてしまう。
・暑い時期も子どもが遊べるような施設(屋内の遊び場など)がない。
・トイレの設置状況など、子育て応援からかけ離れている。

子育て世帯の公園利用に関する現状まとめ

結果として･･･

市内では休日に子どもを遊ばせる場所がなく、市外の施設に通っている。

(このままでは、子育て世帯が本市から離れていってしまう可能性も･･･)

そこで･･･
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遊戯施設、遊び場に関する要望

本庄市が｢子育てがしやすい市・したくなる市｣となるためには、優先ポイントを

『子育て世帯が求めるもの』に絞る必要がある。
※子育て世代が求めるもの＝今の本庄市内の公園に不足しているもの。

市内外の子育て世帯を呼び込むような『目玉となる施設』を設けることに着手する。

将来的な本庄総合公園の役割として
｢子育て世帯が本庄市に来たい・住みたいと思えるきっかけ｣になることを目指す。

具体的な目玉施設のポイントとしては･･･

①本市周辺で実際に子育て世帯に人気のある公園
(例 高崎・観音山ファミリーパーク、伊勢崎・市民の森公園、深谷・仙元山公園･･･)

②子育て世帯にとっての使いやすさの追求
(例 休日に使える、暑い時期や雨天時も使える、親も休憩できる、アクセスがしやすい･･･)

そして･･･
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周辺自治体の人気がある公園

ローラー グリッサンド

1 本庄市 本庄総合公園 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

2 深谷市 仙元山公園 ○ ○ ○ ○

3 伊勢崎市 いせさき市民のもり公園 ○ ○ ○ ○

4 伊勢崎市 華蔵寺公園 ○ ○ ○ ○

5 熊谷市 妻沼運動公園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 滑川町 国営武蔵丘陵森林公園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 高崎市 観音山ファミリーパーク ○ ○ ○ ○ ○

8 太田市 ぐんまこどもの国 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公園名称
親水
水遊び場

特　殊　遊　び　場

アスレ
チック

ふわふわ
ドーム

芝
すべり

長いすべり台
ターザン
ロープ

幼児用
遊具

健康
遊具

特　殊　遊　び　場

おもしろ
自転車

児童用
大型遊具
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人気のある遊戯施設
跳ねる系遊具（ふわふわドーム）

跳ねる系遊具（ジャンピングボム）

幼児を対象とした遊具(三歳未満児向け)

幼児を対象とした遊具(三歳未満児向け)
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人気のある遊戯施設
ターザンロープ

木製アスレチック

ザイルクライミング

長くて良く滑るすべり台

37



人気のある遊戯施設(アンケートで要望の強いもの)

屋根のある遊び場（ふわふわドーム）

屋根のある遊び場（幼児を対象とした遊具）
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噴水・水遊び施設
噴水施設

ミスト噴水 湧き出し噴水

ポップアップ噴水

ハンドルを回して汲み上げるポンプ

いっぱいになるとバケツが回転する
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１５．Ｂエリアの施設のポイント

目玉となる
遊戯施設

子育て世帯の
市内呼び込み

定住促進の
きっかけ

①周辺で人気を
集める公園を参考

②他の自治体には無い
付加価値で差別化

40


